
警察署協議会議事概要

協議会名 神奈川県緑警察署協議会

日 時 令和５年４月25日（火）午前９時55分から午前11時30分までの間

場 所 神奈川県緑警察署

出 席 者
１ 警察署協議会側

今﨑 幸惠 奥津 守 井上 稔 本所 敏江

髙林 綾子 計５人

２ 警察署側

署 長 飯塚 宏司 副 署 長 篠生 直已

警 務 課 長 佐々木祐也 会 計 課 長 神 亮一

生活安全課長 長田 憲和 地 域 課 長 志村 和郎

刑 事 課 長 本橋 久雄 交 通 課 長 佐藤 貴道

警 備 課 長 菅原 和洋 計９人

議事要旨 警察署協議会からの答申等に対する措置結果の説明

「緑警察署テロ対策について」の答申について

１ 神奈川県警のホームページをはじめとする情報発信活動や地域に密着

した「交番だより」等既存の広報媒体を活用して、不審者発見の着眼点

や警備の協力依頼等の広報を行う。

市民への理解と協力を得るため、当署のツイッタ－や「交番だより」

などを活用して、警戒警備の強化の他、不審情報の提供を求める文書

を掲載した。駅構内のデジタルサイネージを利用した広報を実施予定

である。

２ テロに発展する前段の小さな事案を逃さないように通常の警ら活動や

サイバー空間などのパトロールを行う。

今後も街頭活動を強化する。それに加え、サイバ－攻撃に対処する

ため、引続き管内の企業にサイバー攻撃対策セミナーを開催予定であ

る。

３ 犯罪を行いにくいインフラ整備、とりわけ防犯カメラの設置を検討す

るよう自治会等に対する働きかけを継続して行う。

各自治体に防犯カメラ設置の呼びかけを行い、前回協議会以降、複

数の町内会で防犯カメラが設置された。

４ テロが発生した場合に備え、各自治会や事業所単位で避難場所が確保

され、それが明確になるように周知する。

緑区内では地震や風水害の避難場所として、小中学校等が指定され

ており、引き続き、行政機関と連携して周知に努めていく。

５ ソフトターゲットになり得る施設事業者に防犯指導や協力要請を行

う。



東急電鉄長津田駅とテロ等を見据えた事態対処訓練を実施した。ま

た 、JR東日本及び東急電鉄長津田駅、横浜市消防局と合同でＧ７広島

サミット開催に向けた事態対処訓練を実施した。

諮問

「自転車のマナーアップ」について

答申

１ 自転車利用者の交通違反に対する指導取締り機会を増やす

２ 関係機関・団体と協力した広報啓発活動の実施

３ 幼児・児童の親世代に対する自転車交通安全指導等の実施

４ 町内会の会合等における高齢者に対する自転車交通安全指導等の実

施

５ 自転車の点検整備及び賠償責任保険等の加入に関する広報啓活動の実

施

６ 被りやすいデザインに配意したヘルメット着用促進のための活動の実

施

業務説明

前四半期（令和５年１月から３月まで）の業務推進結果及び今四半期（令

和５年４月から６月まで）の業務推進重点について各幹部から説明した。


